
沼津市監査委員告示第３号    

 

地方自治法第 199条第４項の規定に基づき実施した、下記部課の令和３年度定期監査の結

果を同条第９項の規定により、別紙のとおり公表する。 

 

 令和４年３月 28日 

 

沼津市監査委員 大 川 正 博   

同       宇佐美 文 男  

同       片 岡 章 一 

 

記 

 

 実施部課 

⑴ 第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 第２回 

  

 

 

 

 

 

 

 

企画部 政策企画課、地域自治課 

財務部 
総務課、契約検査課、財政課、資産活用課、納税管理課・市民税

課・資産税課 

産業振興部 
産業戦略推進室、商工振興課、観光戦略課、農林農地課、水産海

浜課、ウィズスポーツ課 

危機管理課  

出納事務局  

議会事務局 

選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

都市計画部 
まちづくり政策課、まちづくり指導課、市街地整備課、緑地公園

課、総合体育館整備室、岡宮北区画整理事務所 

沼津駅周辺整備部 推進課・整備課、沼津駅周辺区画整理事務所 

建設部 
建設デザイン調整室、道路建設課、河川課、道路管理課、住宅営

繕課 

教育委員会事務局 
教育企画課、学校管理課、市立高校、学校教育課、教職員研修セ

ンター、文化振興課、生涯学習課、市立図書館 
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    沼 監 第 8 4 号   

令和４年３月 28 日   

 

沼津市長 賴 重 秀 一 様 

 

沼津市監査委員  大 川 正 博   

同        宇佐美 文 男   

 同        片 岡 章 一   

 

定期監査の結果に関する報告について 

 

地方自治法第 199 条第４項の規定に基づき、令和３年度定期監査を行ったので、その結果に関

する報告を同条第９項の規定により、次のとおり提出します。 

 

記 

 

１ 監査の対象 

⑴ 第１回 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

⑵ 第２回 

  

 

 

 

 

 

 

 

企画部 政策企画課、地域自治課 

財務部 
総務課、契約検査課、財政課、資産活用課、納税管理課・市民税課・

資産税課 

産業振興部 
産業戦略推進室、商工振興課、観光戦略課、農林農地課、水産海浜

課、ウィズスポーツ課 

危機管理課  

出納事務局  

議会事務局 

選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

都市計画部 
まちづくり政策課、まちづくり指導課、市街地整備課、緑地公園課、

総合体育館整備室、岡宮北区画整理事務所 

沼津駅周辺整備部 推進課・整備課、沼津駅周辺区画整理事務所 

建設部 
建設デザイン調整室、道路建設課、河川課、道路管理課、住宅営繕

課 

教育委員会事務局 
教育企画課、学校管理課、市立高校、学校教育課、教職員研修セン

ター、文化振興課、生涯学習課、市立図書館 
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２ 監査の範囲   

令和３年度一般会計及び特別会計 

⑴ 第１回 令和３年４月１日から令和３年 10月 31日まで 

 ⑵ 第２回 令和３年４月１日から令和３年 11月 30日まで 

 

３ 監査の期間   

⑴ 第１回 令和３年 11月 16日から令和４年３月 25日まで 

 ⑵ 第２回 令和３年 12月 16日から令和４年３月 25日まで 

 

４ 監査の方法 

監査は、沼津市監査委員監査基準に準拠し、各課等における財務に関する事務の執行が適正

かつ効率的に行われているかどうかを主眼として実施した。 

特に、過去の監査結果等に基づき把握した重要リスクを考慮した上で、予算現額が１千万円

以上の事業、新規事業等の執行状況、随意契約（一者随契）の締結状況及び任意団体等に対す

る補助金の支出状況について重点的に検証を行った。 

なお、監査は事前に提出された監査資料の予備審査を行った上、各課等からの説明及び監査

委員による聴取等により実施した。 

 

５ 監査の結果 

財務に関する事務の執行は、おおむね適正かつ効率的に執行されているものと認められ、軽

微な注意・要望等は監査の過程においてその都度行った。 

なお、重点的に検証を行った補助金の支出については、以下のとおりであった。 

任意団体等への補助金については、前年度からの新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り新たな課題が明らかになったことで、一部に支出目的や成果についての認識が不十分な事例

が見受けられた。 

事業が縮小されているにもかかわらず、運営費補助の上限が定められていないため、例年ど

おり支払われているものも見受けられた。 

また、補助金の交付額について、事業費に対する割合が高いものが見受けられた。 

補助金交付要綱で補助対象をより明確にし、補助率もしくは補助額の限度を定めることも検

討されたい。 

併せて、補助金の交付先から提出される実績報告については、予算の執行状況が明確になっ

ている決算書を提出させて、その内容を十分に精査することを求める。 

以上の点について改善を求めた。 

 

  

各課等の監査の概要は次のとおりである。 
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（注） １ 文中の金額は、原則として千円未満を四捨五入し、千円単位で表示したため、 

差額が一致しない場合がある。 

２ 文中の比率は、原則として小数点以下第 2位を四捨五入した。 

 また、99.95％～99.99％の場合、99.9％としてある。 

３ 歳出の状況は、人事課所管の人件費を除いた数値である。 
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（第１回） 

 

【企画部】            

政策企画課 
 

１ 歳入の状況 

                                  （単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

12,486 40 40 0 0.3 100.0 

 

収入済額 40千円は、総務費雑入である。      

また、総務費県補助金の企画調整費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

60,739 17,348 14,138 46,601 23.3  

 

主な事務事業は、結婚新生活支援事業（予算現額 12,000千円、支出済額 900千円、執行率 7.5%)

及び地域おこし協力隊活用事業（予算現額 10,800千円、支出済額 5,324千円、執行率 49.3%)で、

計画どおり進められている。なお、結婚新生活支援事業については、負担金補助及び交付金の支

出を年度末までに予定している。 

予算残額 46,601 千円の主なものは、企画費の企画調整費の委託料 19,620 千円及び負担金補助

及び交付金 15,119千円である。 

 

 

 

地域自治課 
 

１ 歳入の状況 

                                  （単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

47,781 4,073 4,073 0 8.5 100.0  

 

収入済額 4,073 千円の主なものは、自治振興費負担金 2,828 千円及び総務費事務委託金 1,182

千円である。 

また、ふるさと応援基金繰入金等が年度末までに収入予定である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

311,873 234,552 169,543 142,330 54.4  

 

主な事務事業は、地区センター管理事業（予算現額 162,083 千円、支出済額 109,519 千円、執

行率 67.6%）及び自治会組織に要する経費（予算現額 35,369千円、支出済額 5,756千円、執行率

16.3%)で、計画どおり進められている。 

予算残額 142,330千円の主なものは、諸費の自治振興費の報償費 28,873千円及び需用費 26,652

千円である。 

 

 

 

【財務部】 

総務課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

649 447 447 0 68.9 100.0 

 

収入済額 447千円の主なものは、総務費雑入 384千円である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

84,859 77,674 42,397 42,462 50.0 

 

主な事務事業は、文書事務管理経費（予算現額77,533千円、支出済額40,087千円、執行率51.7％）

で、計画どおり進められている。 

予算残額 42,462千円の主なものは、総務管理費の文書費の役務費 25,224千円及び委託料 5,929

千円である。 
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契約検査課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

5,444 0 0 0 0 0.0  

 

総務費雑入が年度末までに収入予定である。     

      

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

11,999 11,357 5,586 6,413 46.6  

 

事務事業は、契約検査課経常経費（予算現額 11,999千円、支出済額 5,586千円、執行率 46.6%）

で、計画どおり進められている。 

予算残額 6,413 千円の主なものは、総務管理費の一般管理費の使用料及び賃借料 3,590 千円並

びに負担金補助及び交付金 1,624千円である。 

 

 

財政課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

19,536,427 6,680,548 6,339,500 341,048 32.4  94.9  

 

収入済額 6,339,500 千円の主なものは、地方消費税交付金 2,616,657 千円、繰越金 1,796,524

千円、地方交付税 1,232,965 千円、法人事業税交付金 221,633 千円及び地方特例交付金 186,800

千円である。 

収入未済額 341,048千円は、地方交付税であり、11月に収入済である。 

      

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

11,725,248 7,438,675 7,098,969 4,626,279 60.5  

 

主な事務事業は、市債償還元金（予算現額 6,622,665 千円、支出済額 3,276,048 千円、執行率
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49.5%）、下水道事業会計繰出金（予算現額 2,330,000千円、支出済額 2,000,000千円、執行率 85.8%)

及び病院事業会計繰出金（予算現額 1,602,000千円、支出済額 1,600,454千円、執行率 99.9%)で、

計画どおり進められている。 

予算残額 4,626,279千円の主なものは、公債費の元金の償還金利子及び割引料 3,346,617千円、

財政調整基金費の積立金 582,368千円及び下水道事業会計繰出金の繰出金 330,000千円である。 

 

（土地取得事業特別会計） 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

416 6 6 0 1.4  100.0  

 

収入済額 6千円は、すべて利子及び配当金である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

622 0 0 622 0.0  

 

事務事業は、土地取得土地開発基金積立金（予算現額 622千円、支出済額 0円、執行率 0.0％）

で、計画どおり進められている。なお、積立金の支出を年度末に予定している。 

予算残額 622千円は、基金積立金の土地開発基金積立金の積立金である。 

 

 

資産活用課 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

118,534 87,319 64,528 22,790 54.4 73.9 

 

収入済額 64,528千円の主なものは、土地建物貸付収入 40,637千円及び土地売払収入 16,120千

円である。 

収入未済額 22,790 千円は、土地建物貸付収入 22,626 千円、物品売払収入 150 千円及び総務費

雑入 14千円であり、土地建物貸付収入は年度末までに収入予定、物品売払収入及び総務費雑入は

11月に収入済である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

277,574 244,521 112,112 165,462 40.4 

 

主な事務事業は、庁舎管理経常経費（予算現額 163,500 千円、支出済額 65,876 千円、執行率

40.3％）及び市有財産管理経常経費（予算現額 51,229千円、支出済額 19,439千円、執行率 37.9％）

で、計画どおり進められている。なお、市有財産管理経常経費については、委託料等の支出を年

度末までに予定している。 

予算残額 165,462千円の主なものは、総務管理費の財産管理費の委託料 88,820千円及び需用費

45,392千円である。 

 

 

納税管理課・市民税課・資産税課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

32,164,503 33,355,498 20,394,617 12,960,882 63.4  61.1  

 

収入済額 20,394,617千円の主なものは、固定資産税の現年課税分 9,821,971千円、市民税個人

の現年課税分 5,831,043 千円、都市計画税の現年課税分 1,858,401 千円、市民税法人の現年課税

分 1,255,068千円である。 

収入未済額 12,960,882千円の主なものは、固定資産税の現年課税分 5,424,002千円及び市民税

個人の現年課税分 5,344,620千円である。 

 

 ⑴ 市税収入状況 

ア 現年課税分（国有資産等所在市町村交付金を除く。） 

（単位：千円・％） 

区   分 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対調定 
収入率 

市民税（個人） 10,934,000 11,175,663 5,831,043 5,344,620 52.2 

市民税（法人） 1,385,000 1,295,581 1,255,068 40,513 96.9 

固 定 資 産 税 14,285,000 15,245,974 9,821,971 5,424,002 64.4 

軽 自 動 車 税 

（環境性能割） 

16,000 11,396 11,396 0 100.0 

軽 自 動 車 税 

（種別割） 

482,000 512,795 495,886 16,909 96.7 

市 た ば こ 税 1,403,000 892,867 739,335 153,531 82.8 
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入 湯 税 12,000 4,382 4,382 0 100.0 

都 市 計 画 税 2,715,000 2,884,611 1,858,401 1,026,210 64.4 

 計   31,232,000 32,023,268 20,017,482 12,005,786 62.5 

   

イ 滞納繰越分 

（単位：千円・％） 

区   分 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対調定 
収入率 

市民税（個人） 108,000 305,881 69,612 236,268 22.8 

市民税（法人） 163,000 225,064 90,457 134,607 40.2 

固 定 資 産 税 187,000 568,767 88,274 480,492 15.5 

軽 自 動 車 税 

（種別割） 

7,000 27,257 3,580 23,677 13.1 

都 市 計 画 税 35,000 92,609 17,257 75,352 18.6 

計 500,000 1,219,578 269,181 950,397 22.1 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

448,394 400,864 297,161 151,233 66.3  

 

主な事務事業は、税三課賦課経費（予算現額 225,000千円、支出済額 103,887千円、執行率 46.2%）

及び市税償還金（予算現額 200,000千円、支出済額 181,559千円、執行率 90.8%)で、計画どおり

進められている。 

予算残額 151,233千円の主なものは、徴税費の賦課徴収費の使用料及び賃借料 67,272千円並び

に委託料 45,405千円である。 

 
 

【産業振興部】 

産業戦略推進室 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

163,794 17,183 17,183 0 10.5  100.0  

 

収入済額 17,183千円は、財産貸付収入の土地建物貸付収入 17,183千円である。 

また、ふるさと応援基金繰入金等が年度末までに収入予定である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

220,153 27,124 6,767 213,386 3.1  

 

主な事務事業は、企業立地促進事業（予算現額 215,800千円、支出済額 4,319千円、執行率 2.0%）

で、計画どおり進められている。なお、企業立地促進事業については、負担金補助及び交付金等

の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 213,386 千円の主なものは、商工費の商工振興費の負担金補助及び交付金 211,356 千

円並びに委託料 1,037千円である。 

 

 

商工振興課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

1,791,934 459,596 446,776 12,820 24.9  97.2  

 

収入済額 446,776 千円の主なものは、商工費国庫補助金の商工振興費補助金 345,332 千円及び

財産貸付収入の土地建物貸付収入 76,489千円である。 

収入未済額 12,820 千円は、土地建物貸付収入 12,760 千円及び労働諸費寄附金 60 千円であり、

いずれも 11月に収入済である。また、商工費県補助金の商工振興費補助金等が年度末までに収入

予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

2,087,936 1,015,783 749,075 1,338,861 35.9  

 

主な事務事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止協力金交付事業（予算現額 1,119,600千円、

支出済額 358,516 千円、執行率 32.0%）及び新型コロナウイルス対策中小企業者応援事業（繰越

明許）（予算現額 235,500 千円、支出済額 229,700 千円、執行率 97.5%)で、計画どおり進められ

ている。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止協力金交付事業については、負担金補助及び交

付金の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 1,345,861千円の主なものは、商工費の商工振興費の負担金補助及び交付金 1,055,375

千円並びに委託料 150,248千円である。 
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観光戦略課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

786,235 308,097 308,097 0 39.2  100.0  

 

収入済額 308,097 千円の主なものは、企画費寄附金 293,493 千円及び商工使用料のその他使用

料 7,705千円である。 

また、企画費寄附金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,470,192 790,872 461,518 1,008,674 31.4  

 

主な事務事業は、ふるさと応援基金積立金（予算現額 755,300 千円、支出済額 211,385 千円、

執行率 28.0%）及びふるさと納税推進事業（予算現額 393,400 千円、支出済額 111,121 千円、執

行率 28.2%)で、計画どおり進められている。なお、ふるさと納税推進事業については、委託料の

支出を年度末までに予定している。 

予算残額 1,008,674 千円の主なものは、企画費の企画調整費の積立金 543,915 千円及び委託料

236,439千円である。 

 

 

 

 

農林農地課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

1,597,752 36,393 35,430 963 2.2  97.4  

 

収入済額 35,430 千円の主なものは、森林環境譲与税 14,192 千円及び物品売払収入 7,144 千円

である。 

収入未済額 963 千円の主なものは、土地建物貸付収入 500 千円及び農林水産業費雑入 462 千円

であり、土地建物貸付収入は 12 月に収入予定で、農林水産業費雑入は 11 月に収入予定である。

また、農林水産業費県補助金の農業振興費補助金等が年度末までに収入予定である。 
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２ 歳出の状況  

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,952,778 1,693,192 109,413 1,843,365 5.6  

 

主な事務事業は、農業振興推進対策事業（繰越明許）（予算現額 1,447,894千円、支出済額 0千

円、執行率 0.0%）及び土地改良施設整備事業（予算現額 209,850 千円、支出済額 17,756 千円、

執行率 8.5%)で、ほぼ計画どおり進められている。なお、農業振興推進対策事業（繰越明許）に

ついては、負担金補助及び交付金の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 1,843,365 千円の主なものは、農林業費の農業振興費の負担金補助及び交付金

1,477,784千円並びに農地費の負担金補助及び交付金 127,066千円である。 

 

 

水産海浜課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

84,360 7,412 7,412 0 8.8  100.0  

 

収入済額 7,412千円の主なものは、漁港使用料 6,711千円及び利子及び配当金 500千円である。

また、農林水産業費県補助金の漁港建設費補助金等が年度末までに収入予定である。 

     

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

312,335 181,986 71,978 240,357 23.0  

 

主な事務事業は、沼津港整備事業（予算現額 106,000 千円、支出済額 10 千円、執行率 0.0%）

及び市営漁港機能保全事業（予算現額 103,208 千円、支出済額 41,186 千円、執行率 39.9%)で、

計画どおり進められている。なお、市営漁港機能保全事業については、工事請負費等の支出を年

度末までに予定している。 

予算残額 240,357 千円の主なものは、港湾費の港湾建設費の負担金補助及び交付金 105,925 千

円並びに水産業費の漁港建設費の工事請負費 59,753千円である。 
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ウィズスポーツ課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

91,045 28,087 27,949 138 30.7  99.5  

 

収入済額 27,949千円の主なものは、保健体育使用料 9,910千円及び社会体育費補助金 8,182千

円である。 

収入未済額 138千円の主なものは、土地建物貸付収入 92千円及びその他使用料 38千円であり、

土地建物貸付収入及びその他使用料は 11月に収入済である。また、ふるさと応援基金繰入金等が

年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

275,059 196,406 115,414 159,645 42.0  

 

主な事務事業は、新屋内温水プール整備事業（予算現額 42,000千円、支出済額 1,037円、執行

率 2.5%）及び体育施設管理事務委託事業（予算現額 33,967千円、支出済額 22,644千円、執行率

66.7%)で、ほぼ計画どおり進められている。 

予算残額 159,645千円の主なものは、保健体育費の体育施設費の工事請負費 43,382千円並びに

委託料 31,443千円である。 

 

 

 

 

 

【危機管理課】 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

156,456 25,888 25,388 500 16.2  98.1  

 

収入済額 25,388 千円の主なものは、消防費雑入の 18,613 千円及び消防費負担金の 5,626 千円

である。 

収入未済額 500千円は、総務管理費寄附金であり、11月に収入済である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

3,035,384 2,838,373 1,877,839 1,157,545 61.9  

 

主な事務事業は、駿東伊豆消防組合負担金（予算現額 2,317,939 千円、支出済額 1,622,560 千

円、執行率 70.0%）及び同報無線デジタル化推進事業（予算現額 172,290 千円、支出済額 67,157

千円、執行率 39.0%)で、計画どおり進められている。 

予算残額 1,157,545 千円の主なものは、消防費の常備消防費の負担金補助及び交付金 695,379

千円並びに総務管理費の防災費の工事請負費 104,909千円である。 

 

 

【出納事務局】 

 

１ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

8,133 1,945 1,443 6,690 17.7 

 

主な事務事業は、会計管理事務経常経費（予算現額5,967千円、支出済額722千円、執行率12.1％）

で、計画どおり進められている。なお、会計管理事務経常経費については、役務費等の支出を年

度末までに予定している。 

予算残額 6,690 千円の主なものは、総務管理費の会計管理費の役務費 4,403 千円及び一般管理

費の需用費 918千円である。 

 

 

 

【議会事務局】 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

672 336 294 42 43.8 87.5 

 

収入済額 294千円は、すべて議会費雑入である。 

 収入未済額 42千円は、すべて議会費雑入であり、11月に収入済である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

353,468 234,576 205,240 148,228 58.1 

 

主な事務事業は、議会事務局経常経費（予算現額 30,158 千円、支出済額 14,119 千円、執行率

46.8％）で、計画どおり進められている。 

予算残額 148,228 千円の主なものは、議会費の報酬 69,776 千円及び職員手当等 37,260 千円で

ある。 

 

 

【選挙管理委員会事務局】 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

176,423 117,979 96,813 21,166 54.9 82.1 

 

収入済額 96,813 千円は、国庫支出金の総務費委託金の選挙費委託金 66,581 千円及び県支出金

の総務費委託金の選挙費委託金 30,232千円である。 

収入未済額 21,166千円は、選挙費委託金であり、11月に収入済である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

186,333 124,106 73,286 113,047 39.3 

 

主な事務事業は、衆議院議員選挙（予算現額 65,500千円、支出済額 10,779千円、執行率 16.5％）

及び県知事選挙（予算現額 57,300千円、支出済額 51,632千円、執行率 90.1％）で、計画どおり

進められている。なお、衆議院議員選挙については、職員手当等の支出を年度末までに予定して

いる。 

予算残額 113,047千円の主なものは、選挙費の衆議院議員選挙費の職員手当等 25,217千円及び

参議院議員選挙費の職員手当等 21,354千円である。 
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【監査委員事務局】 

 

１ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

6,000 5,262 3,503 2,497 58.4 

 

事務事業は、監査委員事務局経常経費（予算現額6,000千円、支出済額3,503千円、執行率58.4％）

で、計画どおり進められている。 

予算残額 2,497千円の主なものは、監査委員費の報酬 1,683千円及び需用費 250千円である。 
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（第２回） 

 

【都市計画部】 

まちづくり政策課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

251,585 121,858 121,858 0 48.4  100.0  

 

収入済額 121,858 千円の主なものは、都市計画総務費補助金 121,730 千円及び土木費雑入 119

千円である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

370,177 355,875 207,761 162,416 56.1  

 

主な事務事業は、新型コロナウイルス対策公共交通支援事業（予算現額 150,679 千円、支出済

額 127,453千円、執行率 84.6%）及び公共交通運行維持事業（予算現額 72,200千円、支出済額 36,106

千円、執行率 50.0%)で、計画どおり進められている。 

予算残額 162,416 千円の主なものは、都市計画費の都市計画総務費の負担金補助及び交付金

77,384千円並びに委託料 64,432千円である。 

 

 

 

まちづくり指導課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

109,059 11,150 10,662 489 9.8  95.6  

 

収入済額 10,662千円の主なものは、都市計画手数料 5,879千円及び建築指導手数料 3,986千円

である。 

収入未済額 489千円は、都市計画手数料であり、12月に収入予定である。また、土木費県補助

金の建築指導費補助金等が年度末までに収入予定である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

155,101 118,854 53,179 101,922 34.3  

 

主な事務事業は、既存建築物等耐震化促進事業（予算現額 88,300千円、支出済額 28,880千円、

執行率 32.7%）及び狭あい道路拡幅整備事業（予算現額 37,252 千円、支出済額 17,752 千円、執

行率 47.7%)で、計画どおり進められている。なお、既存建築物等耐震化促進事業については、委

託料等の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 101,922千円の主なものは、土木管理費の建築指導費の負担金補助及び交付金 53,853

千円及び委託料 22,928千円である。 

 

 

市街地整備課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

42,816 35 35 0 0.1  100.0  

 

収入済額 35千円は、土地建物貸付収入が主なものである。 

また、土木費県補助金の都市計画総務費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

89,874 59,468 3,237 86,637 3.6  

 

主な事務事業は、地籍調査事業（予算現額 33,500 千円、支出済額 957 千円、執行率 2.9%）及

び千本地区土地区画整理事業（予算現額 28,300千円、支出済額 1,712千円、執行率 6.1%)で、計

画どおり進められている。なお、地籍調査事業については、委託料等の支出を年度末までに予定

している。 

予算残額 86,637 千円の主なものは、都市計画費の都市計画総務費の委託料 33,921 千円及び区

画整理事業費の委託料 25,266千円である。 
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緑地公園課 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

64,814 5,845 5,845 0 9.0  100.0  

 

収入済額 5,845 千円の主なものは、公園施設使用料 2,414 千円及び土木費雑入 1,699 千円であ

る。 

また、土木費国庫補助金の公園整備費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

346,861 268,481 132,052 214,809 38.1  

 

主な事務事業は、公園維持事業（予算現額 95,435千円、支出済額 50,142千円、執行率 52.5%）

及び公園施設長寿命化事業（予算現額 70,300千円、支出済額 2,948千円、執行率 4.2%)で、計画

どおり進められている。なお、公園維持事業については、委託料等の支出を年度末までに予定し

ている。 

予算残額 214,809千円の主なものは、都市計画費の公園整備費の工事請負費 71,735千円及び公

園管理費の委託料 49,908千円である。 

 

（土地取得事業特別会計） 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

54 0 0 0 0.0 － 

 

土地貸付収入が年度末までに収入予定である。 
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総合体育館整備室 
 

１ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

57,750 56,234 25,997 31,753 45.0  

 

事務事業は、香陵公園周辺整備事業（予算現額 57,750千円、支出済額 25,997千円、執行率 45.0%）

で、計画どおり進められている。 

予算残額 31,753 千円の主なものは、都市計画費の都市計画総務費の委託料 24,675 千円及び公

有財産購入費 6,759千円である。 

 

 

岡宮北区画整理事務所 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

886,540 1,296 1,296 0 0.1  100･0  

 

収入済額 1,296千円の主なものは、土地売払収入 1,180千円及びその他使用料 100千円である。 

また、土木費国庫補助金の区画整理事業費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,931,400 877,171 292,675 1,638,725 15.2  

 

主な事務事業は、岡宮北土地区画整理事業（予算現額 1,530,648千円、支出済額 177,012千円、

執行率 11.6%）及び岡宮北土地区画整理事業（繰越明許）（予算現額 216,700千円、支出済額 95,204

千円、執行率 43.9%)で、ほぼ計画どおり進められているが、岡宮北土地区画整理事業の一部を翌

年度に繰り越す予定である。なお、岡宮北土地区画整理事業については、工事請負費、補償補填

及び賠償金並びに委託料等の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 1,638,725 千円の主なものは、都市計画費の区画整理事業費の工事請負費 1,076,306

千円並びに補償補填及び賠償金 315,343千円である。 
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【沼津駅周辺整備部】 

推進課・整備課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

690,414 4,909 4,909 0 0.7  100.0  

 

収入済額 4,909千円は、土地建物貸付収入 4,908千円及び利子及び配当金 2千円である。 

また、土木費国庫補助金の街路事業費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,325,515 736,342 241,767 1,083,748 18.2  

 

主な事務事業は、片浜西沢田線道路改良事業（繰越明許）（予算現額 298,520 千円、支出済額

108,960千円、執行率 36.5%）及び都市計画道路整備事業（予算現額 276,669千円、支出済額 6,092

千円、執行率 2.2%)で、ほぼ計画どおり進められているが、鉄道施設移転事業及び道路新設改良

事業の一部を翌年度に繰り越す予定である。なお、片浜西沢田線道路改良事業（繰越明許）につ

いては、工事請負費及び委託料の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 1,083,748 千円の主なものは、都市計画費の街路事業費の工事請負費 223,622 千円、

補償補填及び賠償金 151,975千円である。 

 

（土地取得事業特別会計） 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

62,134 62,372 62,372 0 100.4  100.0  

 

収入済額 62,372 千円は、土地売払収入 56,000 千円及び土地貸付収入 6,372 千円である。

  

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

62,134 56,000 56,000 6,134 90.1  
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事務事業は、沼津駅周辺総合整備基金繰出金（予算現額 62,134 千円、支出済額 56,000 千円、

執行率 90.1%）で、計画どおり進められている。 

予算残額 6,134千円は、すべて基金繰出金の沼津駅周辺総合整備基金繰出金の繰出金である。 

 

 

 

沼津駅周辺区画整理事務所 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

261,034 26 26 0 0.0  100.0  

 

収入済額 26千円の主なものは、土地建物貸付収入 26千円及び都市計画手数料 1千円である。 

また、土木費国庫補助金の区画整理事業費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

426,000 255,397 83,622 342,378 19.6  

 

主な事務事業は、沼津駅南土地区画整理事業（予算現額 209,200 千円、支出済額 11,947 千円、

執行率 5.7%）及び静岡東部拠点土地区画整理事業（埋蔵文化財発掘）（予算現額 116,300 千円、

支出済額 0 円、執行率 0.0%)で、ほぼ計画どおり進められているが、沼津駅南土地区画整理事業

の一部を翌年度に繰り越す予定である。なお、静岡東部拠点土地区画整理事業（埋蔵文化財発掘）

については、委託料の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 342,378 千円の主なものは、都市計画費の区画整理事業費の委託料 175,926 千円及び

工事請負費 117,624千円である。 

 

（土地取得事業特別会計） 

 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

319 297 297 0 93.0  100.0  

 

収入済額 297千円は、すべて土地貸付収入である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

244 0 0 244 0.0  

 

事務事業は、沼津駅周辺総合整備基金繰出金（市街地）（予算現額 244千円、支出済額 0円、執

行率 0.0％）で、計画どおり進められており、繰出金の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 244千円は、基金繰出金の沼津駅周辺総合整備基金繰出金の繰出金である。 

 

 

【建設部】  

建設デザイン調整室 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

12 0 0 0 0.0  ―  

 

予算現額 12千円は、土木費雑入である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

59,250 547 504 58,746 0.9  

 

主な事務事業は、県営都市計画道路整備事業負担金（予算現額 50,000千円、支出済額 0円、執

行率 0.0%）で、計画どおり進められている。なお、県営都市計画道路整備事業負担金については、

負担金補助及び交付金の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 58,746 千円の主なものは、都市計画費の街路事業費の負担金補助及び交付金 50,000

千円並びに道路橋梁費の道路新設改良費の負担金補助及び交付金 7,000千円である。 
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道路建設課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

686,847 220 220 0 0.0  100.0  

 

収入済額 220千円の主なものは、道路橋梁使用料 206千円及びその他使用料 8千円である。 

また、土木費国庫補助金の街路事業費補助金等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,670,048 1,414,662 673,059 996,989 40.3  

 

主な事務事業は、都市計画道路整備事業（予算現額 457,336 千円、支出済額 217,712 千円、執

行率 47.6%）、道路新設改良事業（予算現額 437,783千円、支出済額 117,864千円、執行率 26.9%)

で、ほぼ計画どおり進められている。なお、道路新設改良事業については、工事請負費、公有財

産購入費、補償補填及び賠償金、委託料等の支出を、年度末までに予定している。 

予算残額 996,989 千円の主なものは、道路橋梁費の道路新設改良費の工事請負費 313,240 千円

及び都市計画費の街路事業費の工事請負費 208,459千円である。 

 

（土地取得事業特別会計） 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

77 76 76 0 98.9  100.0  

 

収入済額 76千円は、すべて土地貸付収入である。 

 

 

河川課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

255,162 6,389 6,276 114 2.5  98.2  
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収入済額 6,276千円は、河川使用料 6,261千円及び土木費雑入 14千円である。 

収入未済額 114千円は、河川使用料であり、年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,321,974 964,864 353,294 968,680 26.7  

 

主な事務事業は、土木施設災害復旧事業（予算現額 489,200 千円、支出済額 124,090 千円、執

行率 25.4%）及び総合的治水対策整備事業（予算現額 288,000千円、支出済額 63,920千円、執行

率 22.2%)で、ほぼ計画どおり進められているが、土木施設災害復旧事業の一部及び総合的治水対

策整備事業の一部を翌年度に繰り越す予定である。なお、土木施設災害復旧事業については、委

託料等の支出を、年度末までに予定している。 

予算残額 968,680 千円の主なものは、河川海岸費の河川改良費の工事請負費 335,778 千円及び

土木施設災害復旧費の土木施設復旧費の需用費 259,257千円である。 

 

 

道路管理課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

769,680 141,781 140,575 1,205 18.26  99.1  

 

収入済額 140,575千円の主なものは、道路橋梁使用料 86,589千円及び道路橋梁費負担金 39,256

千円である。 

収入未済額 1,205 千円の主なものは、土地建物貸付収入 927 千円及び道路橋梁使用料 266 千円

であり、年度末までに収入予定である。また、土木費国庫補助金の橋梁維持費補助金等が年度末

までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,876,782 1,461,565 962,606 914,176 51.3  

 

主な事務事業は、道路維持事業（予算現額 694,046千円、支出済額 331,347千円、執行率 47.7%）

及び橋梁等道路構造物維持事業（予算現額 289,400千円、支出済額 22,774千円、執行率 7.9%)で、

ほぼ計画通り進められている。 
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予算残額 914,176 千円の主なものは、道路橋梁費の橋梁維持費の委託料 358,370 千円及び道路

維持費の工事請負費 261,196千円である。 

 

 

住宅営繕課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

584,779 294,651 273,029 21,622 46.7  92.7  

 

収入済額 273,029千円は、住宅使用料 272,670千円及びその他使用料 359千円である。 

収入未済額 21,622 千円は、住宅使用料 21,457 千円及びその他使用料 165 千円であり、年度末

までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

641,392 548,131 279,711 361,681 43.6  

 

主な事務事業は、市営住宅営繕事業（予算現額 363,800 千円、支出済額 134,299 千円、執行率

36.9%）及び公営住宅整備推進事業（予算現額 257,500千円、支出済額 140,422千円、執行率 54.5%)

で、計画どおり進められている。 

予算残額 361,681 千円の主なものは、住宅費の住宅管理費の工事請負費 193,626 千円及び住宅

建設費の公有財産購入費 47,648千円である。 

 

 

 

【教育委員会事務局】 

教育企画課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

4,990 4,990 4,990 0 100.0  100.0  

 

収入済額 4,990千円は、社会教育費補助金 4,990千円である。 
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２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

24,361 13,027 5,740 18,621 23.6  

 

主な事務事業は、学習環境保全対策支援事業（予算現額 19,000千円、支出済額 2,573千円、執

行率 13.5%）で、計画どおり進められている。なお、学習環境保全対策支援事業については、負

担金補助及び交付金の支出を年度末までに予定している。 

予算残額 18,621 千円の主なものは、社会教育費の社会教育振興費の負担金補助及び交付金

16,427千円並びに教育総務費の教育委員会費の報酬 1,093千円である。 

 
 

学校管理課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

45,316 18,451 18,369 82 40.5  99.6  

 

収入済額 18,369 千円の主なものは、小学校管理費補助金 9,730 千円及び中学校管理費補助金

7,125千円である。 

収入未済額 82 千円は、教育費雑入 77 千円及び教員住宅使用料 5 千円であり、教育費雑入は年

度末までに、教員住宅使用料は 12月に収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,410,985 1,083,321 667,445 743,540 47.3  

 

主な事務事業は、小学校運営管理費（予算現額 564,974 千円、支出済額 284,171 千円、執行率

50.3%）及び中学校運営管理費（予算現額 286,931 千円、支出済額 143,487 千円、執行率 50.0%)

で、計画どおり進められている。 

予算残額 743,540 千円の主なものは、小学校費の学校管理費の委託料 166,384 千円及び需用費

138,912千円である。 
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市立高校 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

76,837 74,899 51,119 23,780 66.5  68.3  

 

収入済額 51,119 千円の主なものは、高等学校使用料 47,738 千円及び高等学校手数料 1,160 千

円である。 

収入未済額 23,780千円は、高等学校使用料であり、教育費雑入は年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

83,807 76,015 45,877 37,930 54.7  

 

主な事務事業は、学校管理運営費（予算現額 73,080千円、支出済額 39,528千円、執行率 54.1%）

で、計画どおり進められている。 

予算残額 37,930 千円の主なものは、高等学校費の学校管理費の使用料及び賃借料 15,708 千円

並びに需用費 8,374千円である。 

 

 

学校教育課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

852,413 497,231 465,511 31,720 54.6  93.6  

 

収入済額 465,511 千円の主なものは、教育費雑入 464,551 千円及び教育総務費補助金 960 千円

である。 

収入未済額 31,720千円は、教育費雑入であり、年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

1,160,419 948,232 555,813 604,606 47.9  
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主な事務事業は、学校給食公会計推進事業（予算現額 785,700 千円、支出済額 342,797 千円、

執行率 43.6%）及び情報機器整備事業（予算現額 164,000千円、支出済額 96,546千円、執行率 58.9%)

で、計画どおり進められている。 

予算残額 604,606 千円の主なものは、保健体育費の学校保健体育費の需用費 443,511 千円及び

教育総務費の学校指導費の使用料及び賃借料 64,555千円である。 

 

 

教職員研修センター 
 

１ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

917 596 481 436 52.5  

 

主な事務事業は、教職員研修センター運営事業（予算現額 917 千円、支出済額 481 千円、執行

率 52.5%）で、計画どおり進められている。 

予算残額 436 千円の主なものは、教育総務費の学校指導費の需用費 186 千円及び旅費 101 千円

である。 

 

 

文化振興課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

424,418 78,240 76,769 1,471 18.1  98.1  

 

収入済額 76,769千円の主なものは、教育費雑入 30,245千円及び社会教育費補助金 17,137千円

である。 

収入未済額 1,471 千円の主なものは、社会教育使用料 1,459 千円及び土地建物貸付収入 9 千円

であり、いずれも年度末までに収入予定である。また、教育費国庫補助金の社会教育費補助金等

が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

826,788 705,397 335,431 491,357 40.6  
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主な事務事業は、史跡等保全整備事業（戸田松城邸保存修復事業）（予算現額 245,788千円、支

出済額 3,126千円、執行率 1.3%）及び市民文化センター管理運営委託経費（予算現額 220,580千

円、支出済額 184,000千円、執行率 83.4%)で、計画どおり進められている。 

予算残額 491,357 千円の主なものは、社会教育費の文化財保護費の工事請負費 219,635 千円及

び委託料 143,321千円である。 

 

 

生涯学習課 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

6,843 1,105 1,139 △35 16.6  103.1  

 

収入済額 1,139千円は、教育費雑入 1,100千円及び社会教育使用料 39千円である。 

収入未済額‐35千円は、教育費雑入であり、還付予定額 47千円、未収入額 13千円の差引額で

ある。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

50,382 29,899 19,994 30,388 39.7  

 

主な事務事業は、青少年を健やかに育てる会運営費補助金（予算現額 5,524千円、支出済額 5,294

千円、執行率 95.8%）で、計画どおり進められている。 

予算残額 30,388千円の主なものは、社会教育費の青少年対策費の報償費 7,933千円及び社会教

育振興費の報償費 4,271千円である。 

 

 

市立図書館 
 

１ 歳入の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 
対予算 
収入率 

対調定 
収入率 

10,718 1,913 1,892 21 17.7  98.9  

 

収入済額 1,892 千円の主なものは、社会教育使用料 1,511 千円及び土地建物貸付収入 234 千円

である。 
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収入未済額 21 千円は、社会教育使用料であり、12 月に収入予定である。また、教育使用料の

社会教育使用料等が年度末までに収入予定である。 

 

２ 歳出の状況 

（単位：千円・％） 

予算現額 支出負担行為額 支出済額 予算残額 執行率 

152,076 129,736 65,577 86,499 43.1  

 

主な事務事業は、図書館運営管理費（予算現額 91,376千円、支出済額 46,266千円、執行率 50.6%）

及び図書館資料整備事業（予算現額 34,000 千円、支出済額 17,386 千円、執行率 51.1%）で、計

画どおり進められている。 

予算残額 86,499 千円の主なものは、社会教育費の図書館費の委託料 21,933 千円及び工事請負

費 21,920千円である。 

 

 


